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Ⅰ. 平成２８年３月期 決算概要



連結当期純利益は前期比6億円増加の２８８億円

前中期経営計画“GO for IT!”は全項目達成

 前中期経営計画において目標とする計数として掲げていた預貸金平残、コア業務純益、当期純利益、自己資

本比率、OHR、不良債権比率の全項目とも平成２８年３月期目標を達成致しました。

決算ハイライト

１

利 益

利回り低下による貸出金利息の減少や下半期軟調となった日本株市況に起因する
株式等損益の減少等がありましたが、外国証券・投資信託での運用強化による有価
証券利息の増加や物件費の減少等により、親会社株主に帰属する当期純利益は前
期を上回る結果となりました。

預金・貸出・
有価証券 残高

預金は、個人預金・法人預金とも堅調に増加しましたが、ＮＣＤの取り込みを減少させ
たことから、前期末比減少。貸出金は事業性貸出を中心に前期末比増加。有価証券
は、外国証券・投資信託の残高を積み上げましたが、円債の償還が進んだことから、
前期末比減少となりました。

与信費用
不良債権

取引先企業の業績が安定的で貸倒実績が低水準で推移したことから貸倒引当率が
低下し、与信費用は前期比減少いたしました。なお、将来の景気後退局面での与信
コストの増加に備え破綻懸念先への引当の基準を一部見直し、一定金額以上の債
権についてより保守的な引当を実施しております。

自己資本
連結自己資本比率は、期初計画に沿って劣後ローンの償還を進めたことから前期末
比低下しましたが、利益による剰余金の積上げにより計画を上回る水準を確保して
います。



512
52012

△49

0
6

1

16
△6 1 0

31

△4

450

475

500

525

27/3期 貸出
平残

貸出
利回り

預金
平残

預金
利回り

有証
平残

有証
利回り

役務
投信

役務
保険

人件費 物件費 その他 28/3期

決算ハイライト （コア業務純益増減要因）

 コア業務純益は、利回りの低下により貸出⾦利息が引続きの減少となったが、有価証券
での運⽤強化や物件費の減少他の要因により、前期⽐8億円増加の520億円

コア業務純益 増減要因

北陸銀行・北海道銀行 ２行合算

２

(億円）



業績概要 （連結・2行合算）

【連単差の内訳】 (億円）

28/3期 増減額 27/3期

差額 △ 11 △ 10 △ 0

子会社利益 17 △ 11 28

のれん償却 △ 21 - △ 21

パーチェス調整 △ 0 0 △ 0

その他 △ 6 0 △ 6

【ほくほくFG 連結】
経常利益 464億円 （27/3期⽐△17億円）
親会社株主に帰属する
当期純利益 288億円 （27/3期⽐＋6億円）

【北陸銀⾏・北海道銀⾏ ２⾏合算】
コア業務純益 520億円（27/3期⽐＋8億円）
…資⾦利益およびその他業務利益の減少、経費の減少

経常利益 467億円（27/3期⽐△3億円）
…国債等債券損益および株式等損益の減少、

与信費⽤の減少

当期純利益 299億円（27/3期⽐＋16億円）
…特別利益の増加、法⼈税等の減少

（億円）

増減額

経常収益 1,925 △ 13 1,939
経常利益 464 △ 17 481
親会社株主に帰属する当期純利益 288 6 282

増減額

コア業務粗利益 1,430 △ 18 1,448
資金利益 1,209 △ 11 1,221
役務取引等利益 200 0 199
特定取引利益 1 △ 0 2
その他業務利益(※) 18 △ 6 24

経費（△）（臨時処理分を除く） 909 △ 26 936
コア業務純益 520 8 512
国債等債券損益 8 △ 26 34
業務純益(一般貸倒引当金繰入前） 529 △ 17 546
一般貸倒引当金繰入（△） △ 55 △ 35 △ 19
業務純益 584 18 566
臨時損益 △ 117 △ 21 △ 95

92 12 80
うち株式等損益 △ 5 △ 40 34

経常利益　　 467 △ 3 471
特別損益 △ 4 7 △ 11
法人税等 （△） 163 △ 13 177
当期純利益 299 16 282

(参考）与信費用 37 △ 23 60
※その他業務利益：国債等債券損益を除く

うち不良債権処理額 (△)

【ほくほくFG連結】 28/3期 27/3期

【北陸銀行・北海道銀行２行合算】 28/3期 27/3期

３



業績概要 （北陸銀行・北海道銀行）

４

【北陸銀行】 【北海道銀行】 （億円）

増減額 増減額

コア業務粗利益 753 △ 11 765 676 △ 6 683
資金利益 634 △ 5 640 574 △ 6 581
役務取引等利益 106 0 105 93 0 93
特定取引利益 1 △ 0 2 - - -
その他業務利益（※） 10 △ 5 16 7 △ 0 8

経費 (△)　(臨時処理分を除く) 486 △ 18 504 422 △ 8 431
コア業務純益 266 6 260 253 2 251
国債等債券損益 4 △ 31 35 3 4 △ 0
業務純益(一般貸倒引当金繰入前） 271 △ 25 296 257 7 250
一般貸倒引当金繰入（△） - 4 △ 4 △ 8 5 △ 14
業務純益 271 △ 30 301 266 1 265
臨時損益 △ 3 52 △ 55 △ 66 △ 27 △ 39

△ 11 △ 33 22 57 △ 0 57
うち株式等損益 △ 0 △ 1 1 △ 5 △ 38 33

経常利益　　 267 22 245 200 △ 26 226
特別損益 △ 8 2 △ 11 3 4 △ 0
法人税等 （△） 94 6 87 69 △ 19 89
当期純利益 165 18 146 134 △ 1 135

(参考)与信費用 △ 11 △ 28 17 48 5 42
※その他業務利益：国債等債券損益を除く

28/3期 27/3期 28/3期 27/3期

うち不良債権処理額（△）

【北陸銀行】
コア業務純益 266億円 （27/3期比＋6億円）
…資金利益、その他業務利益の減少、経費の減少
経常利益 267億円 （27/3期比＋22億円）
…国債等債券損益および与信費用の減少

【北海道銀行】
コア業務純益 253億円 （27/3期比＋2億円）
…資金利益の減少、経費の減少
経常利益 200億円 （27/3期比△26億円）
…株式等損益の減少、与信費用の増加



資金利益

 資⾦利益は、外国証券他での運⽤強化により有価証券利息が増加したが、貸出⾦利息の減
少により、前期⽐11億円減少の1,209億円

 貸出⾦利息は、平均残⾼は増加したが利回りの低下が続き、前期⽐36億円減少。ただし、
減少幅は27年3⽉期よりも5億円改善

５

（億円）

増減額

資金利益 1,209 △ 11 1,221

貸出金 982 △ 36 1,018

有価証券(※） 269 18 251

預金・NCD（△） 36 △ 6 42

【2行合算】 28/3期 27/3期

〈利息増減要因〉
（億円）

【2行合算】 平残要因 利回要因

貸出金 12 △ 49

有価証券 1 16

預金・NCD（△） 0 △ 6

（億円）

増減額

貸出金 75,457 937 74,520

有価証券 23,806 164 23,642

預金・NCD 106,389 2,052 104,336

28/3期 27/3期【2行合算】 増減額

貸出金 1.30% △0.06% 1.36%

有価証券 1.13% 0.07% 1.06%

預金・NCD 0.03% △0.01% 0.04%

28/3期 27/3期【2行合算】

※うち投信解約分配金：28億円（前期比△1億円）

資 金 利 益

平 均 残 高 利 回 り



74,020 73,363 75,617 75,996

37,798 37,097 38,577 39,491

20,722 21,098 21,508 21,560

15,500 15,167 15,531 14,944

0

25,000

50,000

75,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

2行合算

貸出金

うち事業性

うち個人ローン

うち公金
30,693 31,086 31,964 32,161

15,357 15,128 15,299 15,580

9,574 9,662 9,790 9,884

5,761 6,295 6,875 6,696
0

20,000

40,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

北海道銀行

貸出金

(億円）

 貸出⾦残⾼は、⾦利低下を勘案して国および地公体向け貸出を抑制したため公⾦貸出が減
少した⼀⽅で、事業性貸出は順調に増加し、前期末⽐378億円増加の7兆5,996億円

６

43,327 42,276 43,653 43,834

22,441 21,969 23,278 23,910

11,147 11,435 11,718 11,676

9,738 8,872 8,656 8,247
0

20,000

40,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

北陸銀行

(億円）

貸 出 金 残 高

(億円）
＋378（+0.5%)

＋914（+2.3%)

＋51（+0.2%)

△587（△3.7%)



26,203 25,297 26,169 26,889

11,594 11,799 12,408 12,601

37,798 37,097
38,577 39,491

0

20,000

40,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

2行合算

大企業・中堅企業

中小企業

9,375 9,081 9,304 9,384

5,981 6,046 5,994 6,196

15,357 15,128 15,299 15,580

0

10,000

20,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

北海道銀行

貸出金 （事業性）

(億円）

 事業性貸出は、地元中⼩企業向け貸出を中⼼に積極的に推進した結果、前期末⽐914億円
増加の3兆9,491億円

７

16,828 16,216 16,864 17,505

5,612 5,753 6,413 6,405

22,441 21,969 23,278 23,910

0

10,000

20,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

北陸銀行

(億円）

貸 出 金 （ 事 業 性 ） 残 高

(億円）＋914（+2.3%)

＋193（+1.5%)

＋720（+2.7%)



17,898 18,241 18,566 18,556

1,739 1,725 1,701 1,660762  803  916  999 
20,722 21,098 21,508 21,560

0

10,000

20,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

2行合算

その他

カード

アパート

住宅

9,554 9,867 10,105 10,035

1,106 1,089 1,073 1,051
254  245  309  338 

11,147 11,435 11,718 11,676

0

5,000

10,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

北陸銀行

貸出金 （個人ローン）

(億円）

 住宅ローンは、過度な⾦利競争とならないよう留意しつつ案件の取り込みを図ってきたが、
新規融資額は前期⽐減少し、残⾼は横ばい推移

 カードローンは、積極的なプロモーションの結果、前期末⽐83億円増加の999億円、年間
増減率＋9.0％と貸出利息の増加に⼤きく寄与

８

8,344 8,373 8,461 8,520

633 635 628 608
507  558  606  660 
9,574 9,662 9,790 9,884

0

5,000

10,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

北海道銀行

（億円）

25/3期 26/3期 27/3期 28/3期
■北陸銀行 1,142 1,179 1,065 778

■北海道銀行 806 809 800 779

2行合算 1,949 1,988 1,866 1,557

(億円）

貸 出 金 （ 個 人 ロ ー ン ） 残 高

【住宅ローン新規融資額】

(億円）

△10（△0.0%)

＋51（+0.2%)

＋83（+9.0%)

△40（△2.3%)



9,107 9,763 9,786 9,785

3,402
3,849 4,385 4,069

2,990 1,555 1,360 1,089

15,500 15,167 15,531
14,944

0

10,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

2行合算

国

地公体

（セカンダリー）

地公体

(直接融資)

4,388 4,628 4,491 4,454

1,173 1,492 2,259 2,167200
175

125 755,761 6,295 6,875 6,696

0

5,000

10,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

北海道銀行

貸出金 （公金）

(億円）

 公⾦貸出は、マーケット⾦利の低下を勘案して、国および地⽅公共団体等向け貸出（セカ
ンダリー）を抑制した結果、前期末⽐587億円減少の1兆4,944億円

９

4,719 5,134 5,295 5,330

2,229 2,357 2,126 1,902

2,790 1,380 1,235 1,014

9,738
8,872 8,656 8,247

0

5,000

10,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

北陸銀行

(億円）

貸 出 金 （ 公 金 ） 残 高

(億円）
△587（△3.7%)

△270（△19.8%)

△1（△0.0%)

△316（△7.2%)



貸出金 （地域別）

 当社グループは、地元地域（北陸３県・北海道）の他、東京・⼤阪・名古屋を中⼼に２０
店舗を展開

 各地域とも、中⼩企業向け貸出を中⼼に、堅調に増加

１０

貸 出 金 （ 地域別 ） 残 高 （公金貸出を除く）

11,324 11,418 11,497 11,654

8,000

13,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

富山

26,296 26,411
26,714

27,090

23,000

28,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

北海道

12,464
11,945

13,147
13,446

10,000

15,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

三大都市他

8,435 8,429
8,726 8,860

5,000

10,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

石川・福井

(億円）

(億円）

(億円）

(億円）

＋156（＋1.3%)

＋134（＋1.5%)

＋376（＋1.4%)

＋299（＋2.2%)



預金・NCD

 預⾦残⾼は、法⼈預⾦が堅調に増加した⼀⽅で、譲渡性預⾦での受⼊を減少させたことから、
総体では前期末⽐1,487億円減少の10兆5,026億円

１１

42,819 42,629 45,753 43,849

31,420 31,362 31,896 31,853

9,442 9,300 9,737 10,051

313 457 2,720 521
0

30,000

60,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

北海道銀行

(億円）

(億円）

57,262 59,090 60,760 61,176

37,700 38,692 39,418 39,643

15,983 16,153 16,909 17,624

1,407 1,970 2,292 2,063
0

30,000

60,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

北陸銀行

100,081 101,720
106,513 105,026

69,120 70,055 71,315 71,496

25,426 25,454 26,646 27,675

1,720 2,428 5,012 2,584

0

50,000

100,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

2行合算

預金・NCD

うち個人預金

うち法人預金

うちＮＣＤ

預 金 ・ N C D 残 高

△1,487（△1.4%)

＋181（+0.2%)

＋1,028（+3.8%)

△2,428（△48.4%)

※NCD：譲渡性預金 ※個人預金・法人預金：NCDを除く

(億円）



0.07
0.06 0.06

0.05 0.05 0.05
0.04 0.04

0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

26/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 27/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

2行合算

1.41 1.39 1.35 1.34 1.32 1.31 1.30 1.30

1.37 1.35 1.32 1.31 1.29 1.28 1.27 1.28

0.04 0.04 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.02

26/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 27/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

2行合算

貸出金利回り 預金等利回り

1.54 1.45 1.37 1.31 

1.47 1.40 1.33 1.28 

0.07 0.05 0.04 0.03 

25/3期 26/3期 27/3期 28/3期

2行合算

貸出金利回り 預金等利回り

2.14 2.11 2.10 2.09 2.08 2.08 2.08 2.10

1.19 1.18 1.14 1.11 1.08 1.05 1.04 1.04
0.88 0.86 0.82 0.82 0.80 0.80 0.78 0.77

26/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 27/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

2行合算

円貨預貸金利回り （内部管理ベース）

 貸出⾦利回りは、前期⽐低下傾向が続くものの、⾜もとでは下げ⽌まり。ただし、マイナス
⾦利政策に伴うマーケット⾦利低下の影響により、今後、更に低下する⾒通し。

１２

（％）

（％）

（％）

（％）

流動性

定期性

事業性

公金

預貸金
利回り差

円 貨 預 貸 金 利 回 り 差

円 貨 預 金 利 回 り 円 貨 貸 出 金 利 回 り

個人

△0.06

△0.01

△0.05



(億円)

増減額

その他有価証券 1,166 △ 258 1,425

株式 735 △ 216 952

債券 398 23 375

その他 32 △ 65 97

【2行合算】 28/3末 27/3末

 有価証券残⾼は、運⽤の多様化により外国証券や投資信託を積み上げたが、市場⾦利低下の
中で新規の円債購⼊を抑制し、償還も進んだ結果、前期末⽐855億円減少の2兆3,958億円

 その他有価証券の評価損益は、株式市場の低迷により前期末⽐258億円減少

有価証券

(億円）

１３

(億円）

増減額

円貨債券残高 18,077 △ 1,931 20,008

うち変動利付国債 3,768 △ 131 3,900

期中平均利回り 0.63% △0.02% 0.65%

VaR 138 △ 48 187

【2行合算】 28/3期 27/3期

円債デュレーション　（2行合算）

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

3.88年 3.45年 3.05年 2.92年
※ヘッジ考慮後

14,511 14,111 12,685 11,740

4,605 4,165
3,970

3,311

3,435
3,425

3,352
3,025

1,416 1,785
2,337

2,317

1,010 1,326 2,468
3,563

24,978 24,814 24,814 23,958

0

10,000

20,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

2行合算

その他

株式

社債

地方債

国債

円債増減
△1,931

その他・

株式 増減

＋1,076

有 価 証 券 残 高 その他有価証券の評価損益

円債残高・利回り・金利リスク

△855



役務取引等利益

 役務取引等利益は、マーケットの低迷により投資信託の販売が減少したが、ローン保険
料・保証料等の役務取引等費⽤の減少もあり、前期並の200億円

１４

（億円）

増減額

(1) 役務取引等利益 200 0 199

役務取引等収益 349 △ 3 353

うち受入為替手数料 108 △ 0 108

うち投資信託手数料 44 △ 6 50

うち保険手数料 38 1 36

役務取引等費用(△) 149 △ 3 153

うち支払為替手数料 18 0 18

うちローン保険料・保証料 95 △ 4 99

(2) 特定取引利益 1 △ 0 2

(3) その他業務利益(除く5勘定尻) 18 △ 6 24

うち外為売買損益 10 △ 3 14

うち金融派生商品収益 8 △ 2 10

(4) 非金利収入計 (1)+(2)+(3) 220 △ 6 226

(5) コア業務粗利益 1,430 △ 18 1,448

(6) 非金利収入比率 (4)/(5) 15.40% △0.24% 15.64%

【2行合算】 28/3期 27/3期

7,375 7,668 7,942 8,259

3,631 3,388 3,857 3,628
2,505 3,029 2,781 2,352293 281 226 237
13,805 14,368 14,808 14,477

0

5,000

10,000

15,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

2行合算

外貨預金

公共債

投資信託

生命保険

(億円）

93 92 90 89

69 62 87 83
20 22

21 27
183 177

199 200

0

100

200

25/3期 26/3期 27/3期 28/3期

2行合算

その他

投信・保険

為替

(億円）

非 金 利 収 入 役 務 取 引 等 利 益

預かり資産（個人）の残高



経費

 経費は、預⾦保険料の減少を含めた物件費の減少により、前期⽐26億円減少の909億円
 OHR（コア業務粗利益ベース）は、経費の減少により1.07ポイント改善し、63.57％

１５

(億円)

増減額

人件費 438 △ 0 439

物件費 413 △ 31 445

税金 56 5 51

経費 909 △ 26 936

【2行合算】 28/3期 27/3期

(人)

増減

正社員 5,078 △ 16 5,094

スタッフ 3,049 △ 54 3,103

【2行合算】 28/3末 27/3末

・正社員数：「嘱託、パート、派遣社員」を除く

・スタッフ：嘱託・契約・臨時・派遣・直接雇用パート

経 費 ・ O H R 増 減 要 因

従 業 員 数

(億円）

44 44 51 56

446 443 439 438

459 452 445 413

951 940 936 909 

65.37% 66.08% 64.64% 63.57%

0

500

1,000

25/3期 26/3期 27/3期 28/3期

2行合算

物件費

人件費

税金

ＯＨＲ

△２６



与信費用

 破綻懸念先の引当基準を⾒直したことにより個別貸倒引当⾦繰⼊は増加した⼀⽅、⼀般貸倒
引当⾦は戻⼊となり、総体での与信費⽤は前期⽐23億円減少の37億円、与信費⽤⽐率は
0.04％と低⽔準で推移

１６

（億円）

増減額

与信費用 37 △ 23 60

一般貸倒引当金繰入 △ 55 △ 35 △ 19

不良債権処理額 92 12 80

個別貸倒引当金繰入 85 10 74

【２行合算】 28/3期 27/3期

〈不良債権処理額発生要因〉 (億円)

増減額

債務者区分悪化 87 △ 55 142

債務者区分改善 △ 13 △ 0 △ 13

地価下落 9 △ 6 15

その他回収等 9 74 △ 64

28/3期 27/3期

(億円）
0.23%

△0.01%

0.08%

0.04%

25/3期 26/3期 27/3期 28/3期

2行合算

与信費用比率＝与信費用÷貸出金平残

76
28 42 48

93

△ 42

17

△ 11

170

△ 13
60 37

△ 50

0

50

100

150

25/3期 26/3期 27/3期 28/3期

2行合算
北陸銀行

北海道銀行

与 信 費 用 要 因

与 信 費 用 与 信 費 用 比 率



366 305 236 228

1,576

1,345 1,362 1,257

424

364
294

201

2,367 

2,013 
1,892 

1,686 

3.11%
2.67%

2.43%
2.15%

0

1,000

2,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

2行合算

要管理債権

危険債権

破産更生

債権等

開示債権比率

不良債権

 ⾦融再⽣法開⽰債権⽐率は、主に危険債権・要管理債権が減少したことから、前期末⽐0.28
ポイント改善の2.15％

(億円）

１７

262 224 171 163

1,034
816 788 703

188

163 137
111

1,484

1,203 1,097
977

3.34%
2.78% 2.46% 2.18%

0

500

1,000

1,500

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

北陸銀行

(億円）

(億円）

104 81 65 65

542 529 574 554

236 201 157 90

882 810 796 709

2.79%
2.52% 2.40%

2.11%

0

500

1,000

1,500

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

北海道銀行

金 融 再 生 法 開 示 債 権

△206

△0.28ﾎﾟｲﾝﾄ



金融再生法開示債権 保全状況

 破綻懸念先の引当基準を⾒直したことにより、保全率は6.03ポイント向上し90.13％

（億円・％）

開示債権額 担保・保証等
個別貸倒
引当金等 引当率 保全率

28/3末 228 198 29 100.00 100.00

27/3末 236 209 27 100.00 100.00

増減額 △ 8 △ 10 2 - -

28/3末 1,257 784 344 72.89 89.81

27/3末 1,362 833 289 54.91 82.52

増減額 △ 105 △ 49 54 17.98 7.29

28/3末 201 155 7 15.89 80.88

27/3末 294 214 16 20.82 78.68

増減額 △ 92 △ 59 △ 9 △ 4.93 2.20

28/3末 1,686 1,138 380 69.58 90.13

27/3末 1,892 1,258 333 52.58 84.10

増減額 △ 206 △ 119 47 17.00 6.03

要管理債権

合　計

【２行合算】

破綻更生債権お
よびこれらに準

ずる債権

危険債権

保 全 状 況

１８



自己資本

(億円）

 ⾃⼰資本⽐率は、利益での剰余⾦の積上げを進めた⼀⽅で、計画に沿って劣後ローンの返
済（410億円）を進め、 前期末⽐0.83ポイント低下の10.30%

１９

〈バーゼルⅢ国内基準〉
(億円)

増減

自己資本 5,480 △ 279 5,760 4,076

基礎項目 5,678 △ 298 5,977 4,300

調整項目（△） 197 △ 18 216 223

リスクアセット 53,183 1,436 51,747 53,054

自己資本比率 10.30% △ 0.83% 11.13% 7.68%

【FG連結】 完全実施（試算）経過措置適用

28/3末 27/3末 28/3末

(億円)

増減

130 28 102

【2行合算】 28/3末 27/3末

金利リスク量
（99パーセンタイル値）

5,642

6,055

5,760

5,480

11.88% 12.31%
11.13% 10.30%

4,000

5,000

6,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

FG連結

自己資本比率

バーゼルⅢバーゼルⅡ

自己資本

自 己 資 本 ・ リ ス ク ア セ ッ ト

銀 行 勘 定 の 金 利 リ ス ク

自 己 資 本 比 率



Ⅱ．平成２９年３月期 重点施策・計画



1,866
1,557

1,820

0

1,000

2,000

27/3期 28/3期 29/3期
計画

個人のお客様向け 【住宅ローン】【カードローン】

２０

住宅ローン ＜新規融資額・残高＞

18,566 18,556
18,888

15,000

17,000

19,000

27/3末 28/3末 29/3末
計画

 インターネット受付の充実
（事前審査、団信、繰上返済・金利変更）

 住宅ローンプラザの休日営業店
舗拡大

 申込書・契約書改定による利便
性の向上

カードローン ＜残高・利回り・利息収入＞

916
999 1,063

12.84% 12.87% 12.91%

500

1,000

27/3末 28/3末 29/3末
計画残高 利回り

106

122
132

0

50

100

27/3期 28/3期 29/3期
計画

 既往のお客様への極度増額ア
プローチ

 テレビコマーシャル・新聞・イン
ターネット（スマートフォン）、雑
誌等への広告強化

 ＡＴＭカードローン拡大

(億円） (億円）

(億円） (億円）

新規融資額 残 高

残高・利回り 利息収入



個人のお客様向け 【預かり資産】【銀証連携】

２１

投資信託・保険 販売額・収益

1,470
1,221

1,440

803

828
780

2,273

2,049
2,220

0

1,000

2,000

27/3期 28/3期 29/3期
計画

投信 保険

50 44 50

36
38 31

87
83 81

0

50

100

27/3期 28/3期 29/3期
計画

投信 保険  コア・サテライト販売戦略
（コア・ファンド積上げ）

 NISA、ｼﾞｭﾆｱNISA提案

 各種運用セミナー・講演会の
開催による情報提供

 ライフステージに応じた、資産
運用商品・資産継承商品の
提案

(億円）

(億円）

「ほくほくＴＴ証券」設立による銀証連携

ほくほくTT証券

リ
ス
ク
・
専
門
性

高

低
運用金額 大少

北陸銀行
北海道銀行

人財育成強化

顧客層拡大 活動量増加
高い専門性と

豊富なラインナップ

紹介
トスアップ

広域地域金融機関としての幅広い地域基盤と総合証券会
社としてのノウハウを融合させ、お客様の多様化する金融
ニーズに的確にお応えして参ります

開業時期 平成28年度下期中を予定

出資比率 当社60％：東海東京FH40％（予定）

出店地 北陸銀行・北海道銀行の出店地域で検討中

ほくほくＴＴ証券 株式会社
証券

子会社

販 売 額 収 益 額

様々な運用ニーズに対応



２２

法人のお客様向け【事業性評価】【重点マーケット】

「事業性評価」に基づくソリューションの提供

取引先別に「応援テーマ」を選定し、お客様の目線にたった営業活動を展開

全行を挙げて、全力で取り組む先を選定し、本部・支店、役職員一体となった集中営業を展開

お客様への
ヒアリング

強み・弱み・
将来性・成長性を知る

分析シート作成

鍵となる成功要因や
経営課題を分析

ソリューション
提供

融資やｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞによ
る課題解決型営業

お客様との接点強化

ソリューション

提案型金融サービス 創業支援融資、事業承継・Ｍ＆Ａ、確定拠出年金、ビジネスマッチング

ファイナンス
ﾒｻﾞﾆﾝﾌｧｲﾅﾝｽ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾅﾝｽ、PFI・PPP、私募債（エコ私募債）、
環境評価融資

調達・決裁手段 債権流動化・ＥＢ関連商品・でんさい

海外支援 進出支援セミナー、外為IB機能の拡充、親子ローン・クロスボーダーローン

重点マーケット

農 業 医療・福祉 観 光

ｱｸﾞﾘﾌｧﾝﾄﾞ、6次産業化ﾏｯﾁﾝｸﾞ 専用融資商品導入、支援体制強化 宿泊・旅客運送業への設備資金支援



27,444 

26,203 
25,297 

26,169 
26,889 

26,980 

15,000

20,000

25,000

24/3末 25/3末 26/3末 27/3末 28/3末 29/3末
計画

２３

法人のお客様 【貸出金】

中小企業向け貸出残高 事業性貸出平均残高・利回り

37,711
37,039

37,441
38,861

39,296

1.31% 1.22% 1.15% 1.05% 0.92%

20,000

30,000

40,000

24/3期 25/3期 27/3期 28/3期 29/3期
計画※ 内部管理ベース

医療・福祉向け貸出 農業・食向け貸出

 「地域ヘルスケア産業支援ファンド」と協力し、
医療・介護事業者への支援を拡大

1,996

2,136

2,285

2,486

1,500

2,000

2,500

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

270
303

333
369

0

200

400

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

 農業者・食関連企業双方の事業拡大・新規事業
創出を促進する『６次産業化』の工作を展開

北海道銀行のみ

(億円） (億円）

(億円） (億円）



コーポレートガバナンス・効率化・人財育成

コーポレートガバナンスの強化

 社外取締役１名→２名へ増員（27年6⽉）
取締役・監査役１２名のうち独⽴社外役員４名：３分の１が独⽴社外役員

 「コーポレートガバナンス・ガイドライン」制定（27年10⽉）
当社のコーポレートガバナンスの基本的な考え⽅、取締役会・監査役会の役割等を明記

 「コーポレート・ガバナンス委員会」
構成：社外取締役（２名）、社外監査役（２名）、常勤監査役で構成
機能：・社外役員間の情報交換 ・代取との意⾒交換

・取締役の⼈事・報酬等の特に重要な事項に関する助⾔
・当社および業界に関する必要な知識の習得

２４

効率化・コスト削減

 組織体制強化
両行に「業務改革企画室」を設置（28年4月）
組織横断的な業務効率化への取組み強化

 シナジー効果の加速
事務統一化、サブシステム・後方事務の共同化の継続

 基幹システム（MEJAR）の共同利用行増加

七十七銀行（28年1月）、東日本銀行（28年度より準備
を開始し30年度に予定） →横浜銀行を含めた５行共
同開発によるシステム費用低下

人財育成

 お客様へのコンサルティング力・提案力の向上

研修制度の充実、知識・レベルの見える化による

段階的なレベルアップ

 管理職者・候補者の育成強化

人員構成を踏まえ将来に管理職となる人材の

育成強化、マネジメント力・指導力の研修実施

 女性活躍

柔軟な働き方によるキャリア形成支援、

管理職への積極登用



２５

地方創生・地域貢献活動

どうぎん
カーリングチーム

「 地 方 創 生 」 に 向 け た 取 組 み

地 域 貢 献 活 動

よさこいソーラン祭り
ギャルリ・ミレー（美術館）小学生銀行体験

テーマ 支援メニュー

まち
移住・定住 ＪＴＩ制度の活用、移住・定住・空家対策ローン

公共施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ PPP/PFI導入支援・コンサルティング

ひと

創業・ﾍﾞﾝﾁｬｰ支援 地域創生ファンド・創業支援セミナー

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ ﾒｰｶｰﾏｯﾁﾝｸﾞｼｽﾃﾑ「Linkers」の活用

人材マッチング 各人材会社との連携

しごと

企業誘致 自治体共催ビジネスセミナー

販路拡大 食関連商談会、物産展共催

海外ビジネス 海外ネットワークの活用、商談会開催

ひと

まち

しごと

地方自治体との連携

連携協定締結
自治体数

２１
市町村

（Ｈ28/4末現在）

植樹活動



２６

72,778 73,440 74,520 75,457 76,055

1.54% 1.44% 1.36% 1.30% 1.20%

50,000

70,000

25/3期 26/3期 27/3期 28/3期 29/3期
計画

(億円)

97,903 101,292 104,336 106,389 105,832

0.07% 0.05% 0.04% 0.03% 0.01%

60,000

80,000

100,000

25/3期 26/3期 27/3期 28/3期 29/3期
計画

(億円)

預金 平均残高・利回り 貸出金 平均残高・利回り

(億円）

増減額

貸出金 75,457 76,055 597

有価証券 23,806 25,570 1,763

預金・NCD 106,389 105,832 △ 556

28/3期
実績

【2行合算】
29/3期
計画

ボリューム（平均残高） 資金利回り

増減額

貸出金 1.30% 1.20% △0.10%

有価証券 1.13% 1.16% 0.03%

預金・NCD 0.03% 0.01% △0.02%

28/3期
実績

【2行合算】
29/3期
計画

預金・貸出金・有価証券 計画



(億円)

増減額

経常収益 900 1,800 △ 125 普通株式 ― 4円25銭 4円25銭

経常利益 190 350 △ 114 第５種優先株式 7円50銭 7円50銭15円00銭

親会社株主に帰属する

当期純利益
120 230 △ 58

年間予想中間配当 期末配当通期予想中間期予想

【2行合算】 【北陸銀行単体】 【北海道銀行単体】 (億円）

増減額 増減額 増減額

経常収益 830 1,645 △ 144 445 880 △ 53 385 765 △ 90
コア業務粗利益 695 1,360 △ 70 370 720 △ 33 325 640 △ 36
経費（△） 460 920 10 245 490 3 215 430 7
コア業務純益 235 440 △ 80 125 230 △ 36 110 210 △ 43
与信費用（△） 30 60 22 15 30 41 15 30 △ 18
経常利益 195 355 △ 112 110 200 △ 67 85 155 △ 45
当期純利益 135 240 △ 59 75 135 △ 30 60 105 △ 29

通期予想中間期予想中間期予想 中間期予想通期予想 通期予想

業績予想・配当予想

平成２９年３月期 通期業績予想（ＦＧ連結） 平成２９年３月期 配当予想

平成２９年３月期 通期業績予想（北陸銀行・北海道銀行）

２７

• 平成28年10月1日を効力発効日として「普通株式10株を１株とする
株式併合」を予定しており、株式併合が行われた場合の平成２９年
３月期配当金（予定）は、４２円５０銭となります。



本件に係る照会先

事前に株式会社ほくほくフィナンシャルグループの許可を書面で得ることなく本
資料を転写・複製し、又は第三者に配布することを禁止いたします。本資料は、情
報の提供のみを目的として作成されたものであり、特定の証券の売買を勧誘する
ものではありません。本資料に記載された事項の全部または一部は、予告なく修
正・変更されることがあります。本資料には、将来の業績に関する記述が含まれて
おりますが、これらの記述は将来の業績を保証するものではなく、経営環境の変化
等により、実際の数値と異なる可能性があります。

株式会社 ほくほくフィナンシャルグループ
企画グループ（担当：宮崎）

TEL：076-423-7331
FAX：076-423-9545

E-MAIL：honsha1@hokuhoku-fg.co.jp
http://www.hokuhoku-fg.co.jp/


